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イノベーション
創出する都市・大阪に向けて

倉野  泰行（くらの やすゆき）氏 
国土交通省都市局都市政策課長

旧都市計画法が制定されて100年。かつての都市への人口・産業の

集中に対するインフラ整備等、全国共通の都市計画・都市政策の

課題に対応する時代から、人口減少が進み、都市計画・都市行政を

めぐる課題が二極化、多様化しつつある時代になってきています。

今回は、戦前から現在に至る都市計画・都市政策をめぐる時代背景、

制度、政策の変遷や最近のウォーカブル施策の紹介とともに、「緩くて

堅い」と言われる都市計画の制度・運用面をめぐる個人としての

問題意識をお話しいただきます。

都市計画制度の変遷と
今後の都市のあり方に関する私見

ザ・リッツ・カールトン大阪
 ボールルーム（4F） 

2月3日

15：00-17：45 開場：14:30
入場無料 定員 150名（事前申込み要）

月

2020

ボールルーム (4F)
（18：00～19：30）

会費：5,000円

事前申込み要

交流会
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※定員を超えてお申し込みがあった場合、お断りすることがあります。※ご記入いただいた個人情報は、厳重に取り扱い、シンポジウム運営以外の目的では使用いたしません。

【❶下記ホームページ、または❷FAXでお申し込みください】
 ・ホームページからお申し込みの方には、お申し込み後、ご記入いただいたE-mailアドレスに、
   FAXでお申し込みの方には、手続き完了後、ご記入いただいたご連絡先へ受付完了のご連絡をいたします。

お申込みの締切1月20日（月）

参 加
申 込 書

CITÉさろん事務局：
　　 速水、野々山

お問合せ・
連絡先

ふりがな 〒　　　-
氏 名

会 社 名

・参加する 　　 　 　　 ・参加しない （会費 5,000円）

部 署

役 職

交 流 会
（○で囲みください）

❶ http://citesalon.jp/modules/pico/index.php?content_id=43
❷ FAX：06-4963-2087  CITÉさろん事務局：（一財）都市技術センター内

〒541-0055 大阪市中央区船場中央2-2-5船場センタービル5号館2F （一財）都市技術センター内
 TEL：06-4963-2011　FAX：06-4963-2087　E-mail：info@citesalon.jp

東京大学法学部を卒業。平成3年、建設省（現・

国土交通省）に入省後、都市局では都市計画課、

都市・地域政策課、市街地整備課で勤務したほ

か、総合政策局土地収用管理室、内閣府民間

資金等活用事業推進室等で勤務。平成26年4

月から復興庁参事官（原子力災害復興班）、平

成27年7月から（独）都市再生機構経営企画部

長等での勤務を経て、平成30年7月から現職。

三重県伊勢市出身。

◆会場：ザ・リッツ・カールトン

　　　  ボールルーム（４F）

◆JR「大阪駅・桜橋出口」徒歩5分

◆JR「東西線／北新地駅・西改札口」徒歩7分

◆地下鉄御堂筋線「梅田駅・南改札口」徒歩10分

◆阪急電鉄「梅田駅・中央改札口」徒歩15分

◆阪神電鉄「梅田駅・西出口」徒歩5分

コーディネーター

1968年大阪生まれ。2001年東京工業大学社会理工学研究科社会

工学専攻博士課程修了。博士(工学)。シンクタンク研究員を経て、

2003年大阪市立大学講師、2017年4月より現職。都市計画、都市

デザイン、都市再生計画論、エリアマネジメント。著書に『都市を変

える水辺アクション』『景観計画の実践』（共著）ほか。主な受賞に、

日本都市計画学会石川賞（2015年）（共同受賞）。

● 嘉名 光市氏 （大阪市立大学教授）

福岡市のスタートアップ政策に一貫して関わる。スタートアップビザ

や減税などの創業特区、小学校跡地を再利用したフクオカ・グロー

ス・ネクストやスタートアップカフェの整備、海外10カ国・地域との

スタートアップネットワークづくりなどにより、福岡市の開業率を全

国一位に押し上げ、福岡市をスタートアップ都市へと推し進めた。

昨年度からは、最先端のイノベーションを集めたスマートシティ

づくり「Fukuoka Smart East」に取り組んでいる。

● 的野 浩一氏 （福岡市イノベーション課長）

シンポジウム終了後に基調講
演講師、パネルディスカッショ
ン登壇者（コーディネーター、
パネリスト）、行政関係者、およ
びCITÉさろん会員を交えて、交
流会を開催します。

● 交流会

基 調 講 演

パネルディスカッション 15：55～17：45
都市が新たな人々や投資を引きつけるには、多様
でクりエイティブな人材が活躍できる場やしくみ
の存在が重要になってきています。今年度は、世界都市を目指す
大阪において、クリエイティブな人材がいきいきと活動できる場
の在り方や求められる機能を探るとともに、クリエイターによる
新たな空間創出や何かが生まれる場づくりなど、まちづくりに
おいてクリエイターに期待する役割についても議論します。

大阪市北区梅田2丁目5-25 TEL.06-6343-7000

1979年大阪生まれ。大阪を拠点に文化や福祉、地域に関わるプロ

ジェクトを中心に、グラフィック、空間、展覧会や企画開発など

を通して、理念を可視化し新しい体験をつくりだすことを目指し

ている。「共に考え、共につくる」を大切に、対話と実験を繰り返す

デザインを実践。グッドデザイン金賞（2016年度）、第51回日本サイ

ンデザイン賞最優秀賞（2017年度）など国内外で受賞多数。京都造

形芸術大学空間演出デザイン学科客員教授。愛犬の名前はワカメ。

1984年4月大阪市奉職。2017年より現職。スタートアップや大企業に

「出会いと連携の場」を提供し、イノベーション創出を支援すること

を目的に、大阪市がグランフロント大阪内に設置した「大阪イノベー

ションハブ（OIH）」を所管している。

● 馬越 宏輔氏 （大阪市経済戦略局イノベーション担当部長）

パネリスト

● 原田 祐馬氏 （UMA/design farm代表）
● 倉野 泰行氏
    （国土交通省都市局都市政策課長）

クリエイティブ と まちづくり
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